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北海道知事定例表彰
○勤続章（30年）
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
○勤続章（20年）
　第四分団　団　　員　滝野　行央
○勤続章（10年）
　第三分団　団　　員　工藤　真人
　第三分団　団　　員　白石　智也
　第四分団　団　　員　福地　亮太
　第四分団　団　　員　加藤　　卓

最近のできごと

いじめ防止について考える

中学校で人権教室

　人権教室が１２月９日、鹿部中学校で開かれました。
　講師として、鹿部町人権擁護委員の鈴木昌志さんと滝野
幸子さんが来校。いじめについてのドラマを視聴し「いじ
めはどうしていけないのか」「いじめはどのようにして起こ
り、どうすれば防げるのか」を個人やグループで考えまし
た。
　生徒たちは人権教室を通して、いじめは絶対に「しない」
「させない」ということを再確認しました。

タブレット端末の基本操作習得へ

小学校で「打て打てウィーク」

　鹿部小学校では、タブレット端末の基本的な操作を習得
するために「打て打てウィーク」を実施しています。
　打て打てウィーク期間中は、朝や授業時間、休み時間な
どにタブレットに触れ、慣れるための取り組みを行ってい
ます。
　12月に実施された第３期打て打てウィークでは、アプリ
ケーションを使ったタイピング練習などを行い、児童たち
は画面を見ながら真剣に取り組んでいました。

平穏な１年願い決意新たに

鹿部消防出初式

　鹿部消防出初式が１月２日、総合体育館で開かれました。
参加した団員らは平穏な１年を願い、決意を新たにしまし
た。
　また、長年にわたり消防団活動に尽力した団員の表彰も
行われました。
　受賞者は次のとおりです（敬称略）。

北海道消防協会長表彰
〇功績章
　第二分団　副分団長　横山　忠之
〇勤続章（30年）
　第三分団　分 団 長　盛田　　浩
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
○勤続章（20年）
　第一分団　班　　長　西山　雄一
　第四分団　団　　員　滝野　行央
○勤続章（10年）
　第二分団　団　　員　釜澤　友弘
　第二分団　団　　員　木村　雄太
　第二分団　団　　員　佐藤　開登
　第四分団　団　　員　福地　亮太
　第四分団　団　　員　加藤　　卓

渡島地方支部長表彰
〇功労表彰
　第一分団　副分団長　中村　憲市
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
南渡島消防事務組合管理者表彰
〇勤続章（30年）
　第三分団　分 団 長　盛田　　浩
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
鹿部消防団長表彰
〇優良団員
　第三分団　班　　長　熊川　直士
　第四分団　団　　員　滝野　行央
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こんにちは保健師ですこんにちは 保  健  師 です。。
ほ けん し

　今月の担当は、山田　侑季です。

冬季はヒートショックに注意が必要です
〇ヒートショックとは
　　ヒートショックとは、家の中の急激な温度差
により血圧が大きく変動し、失神や心筋梗塞、
脳梗塞などを引き起こしてしまうことです。冬
季は暖房をつけている暖かい部屋と暖房をつけ
ていない浴室やトイレの温度差が10℃ を超える
こともあり、ヒートショックを起こしやすいと
いわれています。例えば、暖かい部屋から寒い
浴室へ移動すると、血管が縮み血液が流れにく
くなるので、血圧は急上昇します。しかし、浴
槽の温かいお湯につかることで血管は拡張し、
急上昇した血圧が急激に低下してしまいます。
その後も体を洗うために浴槽から出たり、寒い
脱衣所に出たりを繰り返すことで、血圧は急激
に変動し続けます。このような急激な血圧の変
動によって、高血圧や糖尿病など動脈硬化が進
行した方は、心筋梗塞や脳梗塞などを引き起こ
す危険性があります。
〇ヒートショックが起きやすい場所
　　ヒートショックを起こしやすい場所は、冷え
込んだ浴室・洗面所・脱衣所・トイレなど、温
度差がある場所です。ちなみに、トイレでは排
便時にいきむと血圧が上昇し、排便後には血圧
が下がるため、ヒートショックは生じやすくな
ります。
〇ヒートショックに特に注意が必要な人
　・65歳以上の方
　・今までに心臓や脳の病気を患った事がある方
　　（狭心症・心筋梗塞・脳出血・脳梗塞など）

　・高血圧、糖尿病、不整脈を患っている方
　・飲酒直後や食直後の入浴
〇ヒートショックの予防法
　・部屋の温度差をなくす
　　　浴室・トイレ・脱衣所に暖房器具を設置し、
暖かくしておくことが大切です。また、浴室
に暖房を設置できない場合は、シャワーの湯
気などで浴室を暖める事も効果的です。

　・入浴前後の水分補給
　　　入浴すると汗をかくため、体内の水分が不
足し血栓が生じやすくなります。血栓が生じ
ると心筋梗塞や脳梗塞を引き起こす危険性が
あるため、入浴前後はしっかりと水分を摂る
事が大切です。

　・いきみすぎない
　　　排便時にいきむと血圧が上がり、心臓への
負担が大きくなります。また、排便後は急激
に血圧が下がります。便秘気味の方は主治医
などに相談し、排便のコントロールを図るこ
とが大切です。

　・家族の声かけ
　　　ヒートショックが生じた場合、すぐに処置
することが必要です。家族の方が浴室やトイ
レからなかなか出てこないなどがあれば、声
掛けをしてみることが大切です。

　▼お問い合わせは、役場保健福祉課保健推進係
　（７－５２９１）へ。

◎ 駒ケ岳火山観測情報 ◎
　令和４年１２月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
○全　　般　火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過し、噴火の兆候は認められません。
　　　　　　（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）
○噴煙活動　山頂の監視カメラによる観測では、昭和４年火口のごく弱い噴気が観測された日がありま

した。噴気活動は低調な状態です。
○地震活動　火山性地震は山頂火口原のやや深い場所で１回発生しました。地震活動は低調な状態で、
　　　　　　火山性微動は観測されませんでした。
○地殻変動　ＧＮＳＳ連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められませんでした。

（ＧＮＳＳ観測：ＧＰＳ含む衛星測位システムの総称）

①詳細は札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。　http://www.jma-net.go.jp/sapporo/
②気象庁ホームページに駒ヶ岳の火山観測データが掲載されています。火山活動状況などの把握にご利用ください。
　http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/open-data/open-data.php?id=113
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人とのつながり・社会参加のポイント
健康長寿に向けてフレイル予防

　いつまでも元気に過ごすためには「フレイル（虚弱）」を防ぐことが大切です。フレイル予防のために
は、人とのつながりや社会参加を保つことが重要といわれています。健康な状態でも人との交流が少な
くなると、不活発による体力・筋力の低下や気持ちの落ち込み、認知機能の低下など、心身の機能が衰
えてフレイルに陥る可能性があります。今回は、人とのつながり・社会参加のポイントについてお知ら
せします。
　
人とのつながりや社会参加のポイント～心身の健康を保つために交流が大切です～
１　家族や友人と対面または電話などで話しましょう
２　家族や友人と手紙やメール、ＳＮＳなどで交流しましょう
３　買い物、近所への散歩、定期通院も社会参加につながります
４　趣味や習い事、ボランティア活動で外出・交流しましょう

　人とのつながりや社会参加は認知症予防、フレイル予防につながります。色々な方と交流を持ち、フ
レイルを予防しましょう。

▼お問い合わせは、役場保健福祉課保健推進係（７－５２９１）へ。

希望者はお早めに申し込みを
令和４年度簡易脳検診（脳ドック検診）を追加募集します

◆対象
　満30歳以上の町民

　　次に該当する方は今年度の簡易脳検診（脳ド
ック検診）は対象外となります。
　・令和２年度および令和３年度に簡易脳検診
（脳ドック検診）を受診された方

　・心臓ペースメーカーや脳動脈クリップなど体
内に金属が埋め込まれている方（人工関節の
場合は主治医の許可が必要です）

　・脳血管疾患などで治療歴のある方、または医
療機関で経過観察中の方

　・妊娠されている方　
◆検診場所
　函館新都市病院（函館市石川町）
　※病院への送迎はありません

◆検査内容
　頭部ＭＲＩ（脳の断層写真）、頭部ＭＲＡ（脳の
血管撮影）、頚部Ｘ線撮影、血圧測定、血液検査、
尿検査

◆検査料金
　４，７００円（生活保護世帯は無料）
◆検診日程
　３月１日（水）、２日（木）、３日（金）、７日（火）、
　８日（水）、９日（木）、10日（金）、13日（月）、
　14日（火）、15日（水）、16日（木）、17日（金）、
　20日（月）、23日（木）、24日（金）

　　検診は１日定員２～３名で、時間は午後２時
10分、午後２時30分、午後２時50分のいずれか
となっています。

▼お問い合わせは、役場保健福祉課保健推進係
（７－５２９１）へ。

　町では、次のとおり簡易脳検診（脳ドック検診）を実施しています。現在、３月の日程に空きがあり、
随時申し込みを受け付けていますので、希望される方はお早めに申し込みください。
　なお、申し込みは先着順となっていますので、ご了承ください。
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困りごとや悩み　気軽に相談を
民生委員・児童委員15人を委嘱

　地域住民と行政のパイプ役「民生委員・
児童委員」の任期満了に伴い、このたび民
生委員・児童委員として令和７年までの任
期で、次の15名の方々が厚生労働大臣から
委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、社会福祉の増進
のために地域住民の情報を把握し、生活困
窮者の保護指導や各制度の内容、手続き方
法など、町民と役場をはじめとする行政機
関のパイプ役として助言指導をすることが
主な仕事です。
　職務遂行にあたっては、個人の人格を尊
重し、身の上に関する秘密は厳守されてい
ますので、地域の困りごと、日頃の悩みご
となどがありましたら地区担当の委員にお
気軽にご相談ください。
　また、児童福祉に関する事項を専門的に
担当する主任児童委員として２名が委嘱さ
れましたので、併せてお気軽にご相談くだ
さい。

連絡先委員名町内会地区

７－２６３６和田　洋子大岩、３区Ａ大岩地区

７－３７１４小野　　実３区Ｂ、鹿部第１（リハビリ含む）

鹿部地区 ７－２０５８武藤五百子鹿部第２、鹿部第３

７－２０６４大澤　利治鹿部第４、１４区

７－３６０２寺島　滋朝１５区Ａ、１５区Ｂ、１６区、１７区Ａ

宮浜地区
７－５２４１真鍋　喜寛１７区Ｂ、１７区Ｃ、１８区、駒見

７－３７６３佐藤　玲子１９区Ａ、１９区Ｂ

７－２１６８松本　紀子１９区Ｃ

７－２９７５松川　明弘２０区、２１区、２２区

本別地区

７－３３９８平田　照勝２３区、２４区

７－３６５７川村　節子２５区、２６区

７－７８６５海老沼義光
白樺の森、Ａ～Ｆ、
Ｐ～Ｕ、Ｙ、Ｚ街区

２７区

７－５１７２内山　雅子
美駒平、セキレイの丘、中央通、
望洋の郷、Ｇ～Ｏ、Ｖ街区

７－３１８４松本　広美
鹿部町全域

主任
児童委員 ７－２２９８村田　勝則

しかバス車内において広告を掲出することができます。
内容は、額面広告（窓より上部）および車内モニター投影の２種類になります。

バス車内広告でＰＲしてみませんか？

モニター広告は動画または静止画となります。※音声は流れません。

　しかバスは、毎日運行が６便、平日運行が４便、週３日運行が３便で、鹿部
駅から役場新庁舎までの乗車時間が30分程度となります。
　広告掲出にご興味がありましたら、ぜひご連絡ください。
　企業や商品の広告など幅広く活用してください。お待ちしています。

▼お問い合わせは、役場企画振興課企画振興係（７－５２９７）へ。

広告内容 規格 掲載期間 広告料

額面広告

モニター

Ｂ３横版 １枠１月当たり１，０００円

15秒１口につき１月当たり
３，０００円（MP4形式）

１月単位
（最大で連続
12か月）24インチ 額面広告

モニター広告

▼お問い合わせは、鹿部町民生児童委員協議会事務局
　（役場保健福祉課・７－５２９１）へ。
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鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ をご利用ください

コミュカフェ通信

◆２月のイベント予定（宮浜児童館）◆ 

▼お問い合わせは、役場保健福祉課福祉係（７－５２９１）へ。
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　「おやこ食育料理教室」が１月７日、中央公民館で開かれ、町内の
小学生とその保護者15名が参加しました。
　今回の料理教室は「わくわくランチ弁当を作ろう！」をテーマに、
かんたんピラフ、ふんわりつくね、ブロッコリーのパン粉焼き、ヨー
グルトパフェの４品を実習しました。参加者の皆さんは、食生活改善
推進員から調理の基本を教わりながら、親子で楽しく料理を完成させ
ました。
　鹿部町食生活改善推進協議会では、今後も料理教室などを通して食
育を推進します。

≪材料≫（６人分）

≪作り方≫

≪１人分栄養価≫

Ａ

Ｂ

　開かれた身近な町政づくりを進めるため『語らい町長室』を開催しています。
　来庁していただく方法のほか、『語らいオンライン町長室』と『語らい出前町長室』も利用でき
ます。開放予定日に限らず、公務などが入っていない日は可能な限り対応しますので、希望される
方は事前にお問い合わせください。

▼お問い合わせは、役場総務・防災課総務係（７－２１１１）へ。

■令和５年２月の開放予定日　２月22日（水）　午前９時から午後７時まで

▼お問い合わせは、役場保健福祉課保健推進係（７－５２９１）へ。

鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ をご利用ください

コミュカフェ通信

◆２月のイベント予定（宮浜児童館）◆ 

▼お問い合わせは、役場保健福祉課福祉係（７－５２９１）へ。
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鹿部町道路整備計画策定へ
町民の皆さんの意見を募集します

　町では、道路や避難路ネットワークなどに関す
る課題の解決に向けて限られた財政状況の中、事
業の平準化を図り、優先順位を決めながら良好な
道路環境の形成を進めるため「鹿部町道路整備計
画」を策定します。
　策定にあたり、町民の皆さんからのご意見を募
集します。

◆意見募集期間
　２月１日（水）から２月14日（火）まで
◆意見を提出できる方
　①町内に住所を有する方　
　②本手続きの対象となる事案に関し利害関係を
　　有する方
◆意見提出用紙および資料の入手方法
　①町ホームページからダウンロード
　②役場建設水道課窓口

◆提出方法
　①書面の持参
　②ファックス
　③電子メール
　※電話での受け付けはできません。
◆提出先
　役場建設水道課（fax：７－７７７８、E-mail：
　kensetsu@town.shikabe.hokkaido.jp）
◆留意事項
　　意見を提出する際は、住所、氏名（法人その
他の団体の場合は、名称および代表者名）を記
載願います。なお、個人情報は本件の内部管理
にのみ使用します。意見提出および検討結果の
公表にあたり、個人情報を公表することはあり
ません。

▼お問い合わせは、役場建設水道課土木係
　（７－５２９４）へ。

２月７日は「北方領土の日」
返還要求運動への積極的な参加を

　我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国
後島、択捉島からなる北方四島の早期返還の実現
は、道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。
日露関係の現状は、ロシアによるウクライナ侵略
に起因しているにもかかわらず、ロシア政府が平
和条約交渉の中断や四島交流および自由訪問の事
業の停止等の措置を一方的に表明し、さらに、四
島交流等の事業に関わる合意の効力停止について
発表したことは、極めて不当な対応であり、断じ
て受け入れられるものではありません。
　こうした厳しい情勢にあるからこそ、これまで
の返還要求運動の歩みを止めることなく、国民一
丸となった世論の喚起が何より重要です。
　このことから、国の外交交渉を積極的に後押し
し、さらなる道民世論の結集を図るため、２月７

日の「北方領土の日」を中心に、北海道独自で
「北方領土の日」特別啓発期間を定め、北海道、
市町村および関係団体が連携し、一層強力に北方
領土問題の啓発活動を展開することとなりました。
　北方領土問題についての理解を深め、返還要求
運動へ積極的に参加くださいますようお願いしま
す。本町の取り組みとして、役場に署名窓口を設
置していますので、署名にご協力をお願いします。
◆実施期間
　２月20日（月）まで
◆署名窓口
　役場庁舎　多目的スペース

▼お問い合わせは、役場総務・防災課総務係
　（７－２１１１）へ。

（令和４年１２月２１日時点　登録求人件数１１件）
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クリアな音質を広範囲に
防災行政無線放送の基地局を移転します

　町では現在、防災行政無線設備の更新を行って
います。
◆更新内容
　①電波法改正によりスプリアス（迷惑電波）規
格に適合する放送設備や老朽化した戸別受信
機の更新などになります。

　②屋外拡声子局のスピーカーを防災用高機能ス
ピーカーに切り替えることで、音質がクリア
で聞き取りやすくなり、音の届く範囲が広く
なります。

 

◆防災行政無線基地局の移転について
　電波切り替え準備
　２月６日（月）午前９時～午後５時
　電波切り替え予定日
　２月７日（火）午前９時～午後５時
　※火災・緊急情報（Ｊアラート）の放送は、作
　　業を中断し放送します。
◆工事に伴うお願いについて
　　防災行政無線の放送に影響が無いように作業
を行いますが、地域によっては放送が途切れた
り、聞こえづらかったりする地域が発生する可
能性があります。２月８日以降、戸別受信機の
放送に障害があれば、総務・防災課防災・デジ
タル推進室までご連絡ください。

▼お問い合わせは、役場総務・防災課防災・デジ
　タル推進室（７－２１１１）へ。

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）とは？
　緊急地震速報やミサイル発射などの武力攻撃に関する緊急情報といった、対処に時間的余裕のない緊急
情報が消防庁から人工衛星を介して送信され、これを役場が受信し、防災行政無線（同報無線）を自動的に
起動して放送することにより、24時間体制で瞬時に緊急情報を町民の皆さんにお知らせするシステムです。

①「チャイム」 ②「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回
③「こちらは、ぼうさいしかべです。」 ④「チャイム」

有事情報

消防庁 鹿部町役場緊急地震速報

役場内放送設備 戸別受信機

訓練放送にご理解ご協力を
全国瞬時警報システム情報伝達訓練を実施します

　２月15日（水）午前11時頃、防災行政無線を用いた全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）の訓練放
送を実施します。皆さんに緊急情報を確実にお伝えするための訓練ですので、ご理解とご協力をお願いし
ます。訓練放送の内容は次のとおりです。

▼お問い合わせは、役場総務・防災課防災・デジタル推進室（７－２１１１）へ。

鹿部町道路整備計画策定へ
町民の皆さんの意見を募集します

　町では、道路や避難路ネットワークなどに関す
る課題の解決に向けて限られた財政状況の中、事
業の平準化を図り、優先順位を決めながら良好な
道路環境の形成を進めるため「鹿部町道路整備計
画」を策定します。
　策定にあたり、町民の皆さんからのご意見を募
集します。

◆意見募集期間
　２月１日（水）から２月14日（火）まで
◆意見を提出できる方
　①町内に住所を有する方　
　②本手続きの対象となる事案に関し利害関係を
　　有する方
◆意見提出用紙および資料の入手方法
　①町ホームページからダウンロード
　②役場建設水道課窓口

◆提出方法
　①書面の持参
　②ファックス
　③電子メール
　※電話での受け付けはできません。
◆提出先
　役場建設水道課（fax：７－７７７８、E-mail：
　kensetsu@town.shikabe.hokkaido.jp）
◆留意事項
　　意見を提出する際は、住所、氏名（法人その
他の団体の場合は、名称および代表者名）を記
載願います。なお、個人情報は本件の内部管理
にのみ使用します。意見提出および検討結果の
公表にあたり、個人情報を公表することはあり
ません。

▼お問い合わせは、役場建設水道課土木係
　（７－５２９４）へ。

２月７日は「北方領土の日」
返還要求運動への積極的な参加を

　我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国
後島、択捉島からなる北方四島の早期返還の実現
は、道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。
日露関係の現状は、ロシアによるウクライナ侵略
に起因しているにもかかわらず、ロシア政府が平
和条約交渉の中断や四島交流および自由訪問の事
業の停止等の措置を一方的に表明し、さらに、四
島交流等の事業に関わる合意の効力停止について
発表したことは、極めて不当な対応であり、断じ
て受け入れられるものではありません。
　こうした厳しい情勢にあるからこそ、これまで
の返還要求運動の歩みを止めることなく、国民一
丸となった世論の喚起が何より重要です。
　このことから、国の外交交渉を積極的に後押し
し、さらなる道民世論の結集を図るため、２月７

日の「北方領土の日」を中心に、北海道独自で
「北方領土の日」特別啓発期間を定め、北海道、
市町村および関係団体が連携し、一層強力に北方
領土問題の啓発活動を展開することとなりました。
　北方領土問題についての理解を深め、返還要求
運動へ積極的に参加くださいますようお願いしま
す。本町の取り組みとして、役場に署名窓口を設
置していますので、署名にご協力をお願いします。
◆実施期間
　２月20日（月）まで
◆署名窓口
　役場庁舎　多目的スペース

▼お問い合わせは、役場総務・防災課総務係
　（７－２１１１）へ。

（令和４年１２月２１日時点　登録求人件数１１件）
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所得税および復興特別所得税の確定申告

パソコンやスマートフォンでの申告のお願い！

国税の納付はキャッシュレス納付が便利です！

　所得税および復興特別所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じた全ての所
得の金額とそれに対する所得税などの額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収され
た税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きです。
　令和４年分の確定申告書の受け付けは、２月16日（木）から３月15日（水）までです。ただし、還付申
告書は２月15日（水）以前でも提出できます。
　なお、確定申告相談会場には例年多数の方が訪れており、会場内の混雑緩和のため、会場への入場には
「入場整理券」が必要ですので、国税庁ホームページで詳細をご確認ください。

　ご自宅からパソコンやスマートフォンで申告書の作成をお願いします。
　作成した申告書はマイナンバーカードとマイナンバーカード読み取り対応のスマートフォン又はＩＣ
カードリーダライタを用意すると「ｅ－Ｔａｘ」を利用して提出できます。
　なお、事前に税務署で手続きしていただければ、マイナンバーカードとマイナンバーカード読み取り対
応のスマートフォンまたはＩＣカードリーダライタをお持ちでない方でも、ｅ－Ｔａｘを利用できます。
詳しくは、国税庁ホームページ「確定申告特集」をご確認ください。

　所得税及び復興特別所得税の納期限は３月15日（水）です。以下のいずれかの方法で納付してください。
詳しくは、国税庁ホームページ「確定申告特集」の「税金の納付や還付手続について」をご確認ください。

還付される税金がある場合の受取方法

　還付金の受け取りで振り込みを希望する場合は、確定申告書の「還付される税金の受取場所」欄に、振
込先金融機関名、預金の種類および口座番号（ゆうちょ銀行の貯金口座の場合は、記号番号のみ）を正確
に記載してください。

　町でも確定申告を受け付けます。詳細は広報しかべ１月号をご確認ください。

▼お問い合わせは、役場税務課課税係（７－５２９２）へ。

振替納税 振替日（４月24日（月））に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされま
す。事前に預貯金残高をご確認ください。
※振替納税をお申し込みの場合は「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を３月
　15日（水）までに提出してください。なお「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼
　書」はｅ－Ｔａｘでも提出できます
※振替納税を利用中の方が転居などにより所轄税務署が変わった際に、引き続き振替納
　税を希望される場合は、異動後も継続して振替納税を行う旨を記載した確定申告書ま
　たは「納税地の異動又は変更に関する申出書」の提出が必要となります

ダイレクト納付
（ｅ－Ｔａｘによる
口座振替）

事前に税務署へｅ－Ｔａｘの利用開始手続きを行った上、税務署または利用される金融
機関に専用の届出書を提出していただくことで、納税者ご自身名義の預貯金口座から即
時または指定した期日に口座引き落としにより納付できます。

インターネット
バンキングなど

納付情報を登録することで、インターネットバンキングやＡＴＭなどで納付できます。

クレジットカード納付 スマートフォンやご自宅のパソコンなどで、専用のＷｅｂサイトから納付できます。
スマホアプリ納付 決済専用Ｗｅｂサイト（スマートフォン専用）において、スマホアプリ決済（○○Ｐａ

ｙなど）を利用して納付ができます。

ＱＲコードによる
コンビニエンスストア
納付

ご自宅で、国税庁ホームページで提供する作成システムなどから納付に必要な情報をＱ
Ｒコードとして作成（印刷）し、コンビニエンスストアで納付できます。
※納付できる金額は30万円以下となります
※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

窓口納付 現金に納付書を添えて、納期限までに金融機関（歳入代理店）または所轄税務署で納付
できます。

函館税務署からのお知らせ
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鹿部町内不法投棄等監視パトロール実施中 !!
～不法投棄は絶対にしないようにしましょう～

不法投棄をすると５年以下の懲役もしくは１千万円以下の罰金またはこれを併科に処せられます。

混ぜればゴミ！分ければ資源！地球温暖化に
よる環境への負担などを減らすため、ゴミの
分別・減量にご協力をお願いします。

【12月のゴミ回収量（一般ゴミ）】
　全体　83．50ｔ
　　　　（昨年度同月回収量79．31ｔ 約5．3％増）
　内訳　焼却処分　　62．17ｔ　リサイクル　15．73ｔ
　　　　埋立処分　　  5．60ｔ

（
広
告
）

建設工事入札結果（令和４年10月から12月まで）
　町では、入札および契約制度の透明性、競争性の一層の向上を目的に、建設工事の入札結果を３か月
に１回、公表しています。

≪公表内容≫
　・入札を行った建設工事
　・発注担当課、入札執行月日、工事名、請負業者名、契約金額（税込）、予定価格（税込）、落札比率、
　　参加業者数

参加

業者数
落札比率

予定価格

（税込）

契約金額

（税込）
請負業者名工事名

入札執行

年月日
発注担当課

３社９７．４７％２７，８１９，０００２７，１１５，０００吉建設㈱町道宮浜１４号線改良舗装工事令和４年１０月４日建設水道課

４社９７．６９％４，２７９，０００４，１８０，０００北海道富士電機㈱湯ノ沢配水池配水流量計設置工事令和４年１０月４日建設水道課

４社９６．１０％４，２３５，０００４，０７０，０００北海道富士電機㈱大和６号配水池配水流量計更新工事令和４年１０月４日建設水道課

３社９１．２２％１，６２８，０００１，４８５，０００㈲松浦配管消火栓新設工事令和４年１０月４日建設水道課

３社９６．３７％７，８７６，０００７，５９０，０００㈱亘栄水道用メーター器交換工事（後期）令和４年１０月４日建設水道課

３社９７．８８％２，０７９，０００２，０３５，０００㈱亘栄鹿部川河岸補強工事令和４年１１月８日建設水道課

※予定価格が130万円を超える建設工事入札（随意契約を含まない）事案のみ公表しています。

▼お問い合わせは、役場総務・防災課契約管財係（７－２１１１）へ。

所得税および復興特別所得税の確定申告

パソコンやスマートフォンでの申告のお願い！

国税の納付はキャッシュレス納付が便利です！

　所得税および復興特別所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じた全ての所
得の金額とそれに対する所得税などの額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収され
た税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きです。
　令和４年分の確定申告書の受け付けは、２月16日（木）から３月15日（水）までです。ただし、還付申
告書は２月15日（水）以前でも提出できます。
　なお、確定申告相談会場には例年多数の方が訪れており、会場内の混雑緩和のため、会場への入場には
「入場整理券」が必要ですので、国税庁ホームページで詳細をご確認ください。

　ご自宅からパソコンやスマートフォンで申告書の作成をお願いします。
　作成した申告書はマイナンバーカードとマイナンバーカード読み取り対応のスマートフォン又はＩＣ
カードリーダライタを用意すると「ｅ－Ｔａｘ」を利用して提出できます。
　なお、事前に税務署で手続きしていただければ、マイナンバーカードとマイナンバーカード読み取り対
応のスマートフォンまたはＩＣカードリーダライタをお持ちでない方でも、ｅ－Ｔａｘを利用できます。
詳しくは、国税庁ホームページ「確定申告特集」をご確認ください。

　所得税及び復興特別所得税の納期限は３月15日（水）です。以下のいずれかの方法で納付してください。
詳しくは、国税庁ホームページ「確定申告特集」の「税金の納付や還付手続について」をご確認ください。

還付される税金がある場合の受取方法

　還付金の受け取りで振り込みを希望する場合は、確定申告書の「還付される税金の受取場所」欄に、振
込先金融機関名、預金の種類および口座番号（ゆうちょ銀行の貯金口座の場合は、記号番号のみ）を正確
に記載してください。

　町でも確定申告を受け付けます。詳細は広報しかべ１月号をご確認ください。

▼お問い合わせは、役場税務課課税係（７－５２９２）へ。

振替納税 振替日（４月24日（月））に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされま
す。事前に預貯金残高をご確認ください。
※振替納税をお申し込みの場合は「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を３月
　15日（水）までに提出してください。なお「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼
　書」はｅ－Ｔａｘでも提出できます
※振替納税を利用中の方が転居などにより所轄税務署が変わった際に、引き続き振替納
　税を希望される場合は、異動後も継続して振替納税を行う旨を記載した確定申告書ま
　たは「納税地の異動又は変更に関する申出書」の提出が必要となります

ダイレクト納付
（ｅ－Ｔａｘによる
口座振替）

事前に税務署へｅ－Ｔａｘの利用開始手続きを行った上、税務署または利用される金融
機関に専用の届出書を提出していただくことで、納税者ご自身名義の預貯金口座から即
時または指定した期日に口座引き落としにより納付できます。

インターネット
バンキングなど

納付情報を登録することで、インターネットバンキングやＡＴＭなどで納付できます。

クレジットカード納付 スマートフォンやご自宅のパソコンなどで、専用のＷｅｂサイトから納付できます。
スマホアプリ納付 決済専用Ｗｅｂサイト（スマートフォン専用）において、スマホアプリ決済（○○Ｐａ

ｙなど）を利用して納付ができます。

ＱＲコードによる
コンビニエンスストア
納付

ご自宅で、国税庁ホームページで提供する作成システムなどから納付に必要な情報をＱ
Ｒコードとして作成（印刷）し、コンビニエンスストアで納付できます。
※納付できる金額は30万円以下となります
※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

窓口納付 現金に納付書を添えて、納期限までに金融機関（歳入代理店）または所轄税務署で納付
できます。

函館税務署からのお知らせ
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地域おこし協力隊通信 「学習支援（英語）担当」 
　　　　　　　　　S.R 隊員

　「自学自習」をコンセプトとする学
び場が開講されて９か月が経過しま
した。児童生徒は毎回、各自で準備
した課題に黙々と取り組んでいます。
　私は「反省なくして進歩なし」と
いう信念に基づき、学び場の児童生
徒に対して質問紙調査を実施しまし
た。目的は、彼らの学び場に対する
思いを知ることや改善点を洗い出す
ことです。また、我々教師の指導力
をより高めることです。
　なお、本質問紙調査は、夫が担当
する算数・数学も含めて実施しまし
た。以下にその一部を紹介します。

〇調査対象
　学び場に所属する小学５年生から
中学３年生の内、25名
〇調査時期　令和４年12月
〇調査内容　後述

〇質問項目および結果
【質問１】学び場の良かった点
①学び場を利用して、学校の宿題や
復習にしっかり取り組んだ。

25名／25名（100％）
②集中してじっくり問題に取り組ん
だ。　　  

23／25（92. 0％）
③自分で課題（取り組む問題）を準
備して学習できた。

21／25（84. 0％）
④友達や先生から教わって、分かる
問題が増えた（問題が解けるよう
になった）。　　　

21／25（80. 0％）
⑤自分の力で問題が解けるようにな
った。　　　　

19／25（76. 0％）
⑥学び場がない日でも、家庭学習を
するようになった。

15／25（60. 0％）
⑦学び場後も家庭で学習する意欲が
湧いた（帰宅後も学習した）。

14／25（56. 0％）
⑧友達に教える中で、自分がどこま
で理解していたかを気づくことが
できた。　　　　　

13／25（52. 0％）
⑨友達の質問に答え、教えてあげる
ことで、自分の復習にもつながっ
た。　　　　　　　

10／25（40. 0％）
⑩学校の成績（テスト、単元テスト、
　期末テスト等）が上がった。

8／25（32. 0％）

【質問２】学び場に対する感想
《態度面》
・家よりも集中して勉強した。

・解らない問題を先生に沢山質問し
て理解できた。

・友達に質問して理解できた。
・私語をせず静かに勉強した。

《情意面》
・やりがいがある。
・勉強が楽しいと感じる。
・勉強に自信がもてるようになった。
・学び場に来て良かった。
・来年も学び場で勉強したい。

《学力面》
・解らなかった問題がわかるように
なった。

・英語を前よりも読めるようになっ
た。

・苦手な教科や解らない問題が少し
わかるようになった。

・家庭学習の時間が増え、テストの
点数が上がった。

《授業の形態面》
・解らない問題を先生に直ぐに質問
できるのでいいと思う。

・友達に教えることが復習になる。
・友達が先生から解説してもらって
いるのを聞いていて勉強になる。

・友達に教えることが増えた。
・難問が与えられるが解説が解り易
いので理解できる。　　　（中３）
・学校でやらない難しい問題が与え
られるのでためになる。　（中３）

《教師の指導面》
・英語では細かいアドバイスがあり
今後どのような問題に取り組むべ
きかが解った。　　　　　（中３）
・数学では難関校の文章問題を解り
易く説明してくれた。　　（中３）

・英語も数学も解説が解り易い。

【質問３】学び場に対する要望
・１時間30分の授業を１時間15分に
してほしい。　　　　　（小学生）

・休み時間を５分から10分にしてほ
しい。

〇結果に対する考察
【質問１】について
　「自学自習」を原則とする学び場は、
児童生徒の宿題や復習をする場とし
て効果的に機能していると考えます。
また、学び場での真剣な学習態度が
家庭学習に繋がっていることも確認
でき、児童生徒の学習意欲の向上に
寄与し自主的な学習に繋がっている
と考えます。
　学年によっては学び合い学習も頻
繁に行われ、自力で解けなかった問

題が解けるようなっていることから、
相互作用の効果が表れていると考え
ます。
　自主的な学習姿勢と学び合い学習
の相乗効果等により、３人に１人の
児童生徒の学力が向上したことから、
学び場の存在意義が確かなものにな
りつつあると考えます。

【質問２】について
　25名の児童生徒の感想の中で否定
的あるいは悲観的な感想は皆無であ
り、全てが前向きな内容でした。そ
して、その気持ちが次の学習への意
欲に繋がっていると考えます。
　態度面においては、集中して課題
に取り組み、解らない問題を友人や
我々教師に積極的に質問して解決で
きたと考えます。児童生徒の感想と
ともに普段の我々教師の見取りから
もそのことが解ります。
　情意面においては、解ることでや
りがいを感じ、嬉しさが成就感へと
繋がっていると考えられます。この
好循環を今後も継続するよう支援し
ます。
　学力面においては、30数％の児童
生徒がその向上を経験したことは大
変大きな成果です。今後はより多く
の児童生徒に成果が表れるよう支援
します。
　授業の形態面においては、児童生
徒において自学自習が合っていると
考えます。また、中学３年生には受
験を意識した難問を課すことが必要
であると考えます。
　我々教師の指導面においては、概
ね支持されていると考えます。教職
を退いて10年が経過していましたが、
日々の教材研究によりブランクは確
実に埋まりつつあると考えます。

【質問３】について
　毎回５分程度の休憩時間を設定す
る予定ですが、前半終了間際の児童
生徒の真剣な取り組みを目の当たり
にすると、休憩により彼らの思考過
程を中断する勇気が湧かずつい休憩
を取り損ねてしまうことが多々あり
ました。今後は、その時間を確保し
たいと考えます。

　今年１年間は、学び場の初年度で
あったため、授業形態や内容等につ
いて試行錯誤の連続でした。現在も
改善の方策を模索中です。今後も児
童生徒の学力向上のために尽力する
所存です。
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　昨年10月25日から11月14日まで、中央公民館で開催した「展示版ビブリオバトル」の作品の一部を
紹介します。

①

工藤　遥 さん（小学４年生）

釜澤　遼 さん（中学１年生） 由利　曖翔 さん（中学１年生）

酒谷　茉優 さん（小学５年生）

②

④ ⑤

③

蛭川　結月 さん（小学２年生）

地域おこし協力隊通信 「学習支援（英語）担当」 
　　　　　　　　　S.R 隊員

　「自学自習」をコンセプトとする学
び場が開講されて９か月が経過しま
した。児童生徒は毎回、各自で準備
した課題に黙々と取り組んでいます。
　私は「反省なくして進歩なし」と
いう信念に基づき、学び場の児童生
徒に対して質問紙調査を実施しまし
た。目的は、彼らの学び場に対する
思いを知ることや改善点を洗い出す
ことです。また、我々教師の指導力
をより高めることです。
　なお、本質問紙調査は、夫が担当
する算数・数学も含めて実施しまし
た。以下にその一部を紹介します。

〇調査対象
　学び場に所属する小学５年生から
中学３年生の内、25名
〇調査時期　令和４年12月
〇調査内容　後述

〇質問項目および結果
【質問１】学び場の良かった点
①学び場を利用して、学校の宿題や
復習にしっかり取り組んだ。

25名／25名（100％）
②集中してじっくり問題に取り組ん
だ。　　  

23／25（92. 0％）
③自分で課題（取り組む問題）を準
備して学習できた。

21／25（84. 0％）
④友達や先生から教わって、分かる
問題が増えた（問題が解けるよう
になった）。　　　

21／25（80. 0％）
⑤自分の力で問題が解けるようにな
った。　　　　

19／25（76. 0％）
⑥学び場がない日でも、家庭学習を
するようになった。

15／25（60. 0％）
⑦学び場後も家庭で学習する意欲が
湧いた（帰宅後も学習した）。

14／25（56. 0％）
⑧友達に教える中で、自分がどこま
で理解していたかを気づくことが
できた。　　　　　

13／25（52. 0％）
⑨友達の質問に答え、教えてあげる
ことで、自分の復習にもつながっ
た。　　　　　　　

10／25（40. 0％）
⑩学校の成績（テスト、単元テスト、
　期末テスト等）が上がった。

8／25（32. 0％）

【質問２】学び場に対する感想
《態度面》
・家よりも集中して勉強した。

・解らない問題を先生に沢山質問し
て理解できた。

・友達に質問して理解できた。
・私語をせず静かに勉強した。

《情意面》
・やりがいがある。
・勉強が楽しいと感じる。
・勉強に自信がもてるようになった。
・学び場に来て良かった。
・来年も学び場で勉強したい。

《学力面》
・解らなかった問題がわかるように
なった。

・英語を前よりも読めるようになっ
た。

・苦手な教科や解らない問題が少し
わかるようになった。

・家庭学習の時間が増え、テストの
点数が上がった。

《授業の形態面》
・解らない問題を先生に直ぐに質問
できるのでいいと思う。

・友達に教えることが復習になる。
・友達が先生から解説してもらって
いるのを聞いていて勉強になる。

・友達に教えることが増えた。
・難問が与えられるが解説が解り易
いので理解できる。　　　（中３）

・学校でやらない難しい問題が与え
られるのでためになる。　（中３）

《教師の指導面》
・英語では細かいアドバイスがあり
今後どのような問題に取り組むべ
きかが解った。　　　　　（中３）

・数学では難関校の文章問題を解り
易く説明してくれた。　　（中３）

・英語も数学も解説が解り易い。

【質問３】学び場に対する要望
・１時間30分の授業を１時間15分に
してほしい。　　　　　（小学生）

・休み時間を５分から10分にしてほ
しい。

〇結果に対する考察
【質問１】について
　「自学自習」を原則とする学び場は、
児童生徒の宿題や復習をする場とし
て効果的に機能していると考えます。
また、学び場での真剣な学習態度が
家庭学習に繋がっていることも確認
でき、児童生徒の学習意欲の向上に
寄与し自主的な学習に繋がっている
と考えます。
　学年によっては学び合い学習も頻
繁に行われ、自力で解けなかった問

題が解けるようなっていることから、
相互作用の効果が表れていると考え
ます。
　自主的な学習姿勢と学び合い学習
の相乗効果等により、３人に１人の
児童生徒の学力が向上したことから、
学び場の存在意義が確かなものにな
りつつあると考えます。

【質問２】について
　25名の児童生徒の感想の中で否定
的あるいは悲観的な感想は皆無であ
り、全てが前向きな内容でした。そ
して、その気持ちが次の学習への意
欲に繋がっていると考えます。
　態度面においては、集中して課題
に取り組み、解らない問題を友人や
我々教師に積極的に質問して解決で
きたと考えます。児童生徒の感想と
ともに普段の我々教師の見取りから
もそのことが解ります。
　情意面においては、解ることでや
りがいを感じ、嬉しさが成就感へと
繋がっていると考えられます。この
好循環を今後も継続するよう支援し
ます。
　学力面においては、30数％の児童
生徒がその向上を経験したことは大
変大きな成果です。今後はより多く
の児童生徒に成果が表れるよう支援
します。
　授業の形態面においては、児童生
徒において自学自習が合っていると
考えます。また、中学３年生には受
験を意識した難問を課すことが必要
であると考えます。
　我々教師の指導面においては、概
ね支持されていると考えます。教職
を退いて10年が経過していましたが、
日々の教材研究によりブランクは確
実に埋まりつつあると考えます。

【質問３】について
　毎回５分程度の休憩時間を設定す
る予定ですが、前半終了間際の児童
生徒の真剣な取り組みを目の当たり
にすると、休憩により彼らの思考過
程を中断する勇気が湧かずつい休憩
を取り損ねてしまうことが多々あり
ました。今後は、その時間を確保し
たいと考えます。

　今年１年間は、学び場の初年度で
あったため、授業形態や内容等につ
いて試行錯誤の連続でした。現在も
改善の方策を模索中です。今後も児
童生徒の学力向上のために尽力する
所存です。
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役場企画振興課　広報広聴係（℡：７－５２９７）
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令和４年12月の水揚
水揚高（千円）数量（トン）魚　種水揚高（千円）数量（トン）魚　種

２２０．６　　（２２７．０）０．３　　（０．２）平目１３８，４９２．０（２１９，４４３．５）１，３２１．８（２，８０２．５）すけとうだら
３，９９３．５　（３，０９７．９）３．４　　（３．８）はたはた２２，７２０．２ （２３，７０１．８）１４．２　 （１５．８）たこ
１５，６８７．３　（９，０１２．１）１６．０　 （１０．６）うに１１４．０　　（９４６．８）０．４　　（１．０）さけ
４，９７１．４　（３，５０９．９）５１．６　（１７３．２）さば２，８５９．６　　（１６０．１）４．８　　（０．３）いか
４２１．０　（１，５３０．８）１．７　　（８．０）たら１，４３２．１　　（８５９．６）３．９　　（４．５）かれい
２０７．２　　（２７１．９）０．２　　（０．３）松皮かれい８２，５９６．８ （２５，６３５．６）１５．３　　（６．６）なまこ
１，２２９．１　（１，２７６．７）２．７　　（３．３）つぶ１９１．８　　 （７８．８）０．８　　（０．６）黒そい
５９，０１２．１　（３，４７８．６）１，７３７．２　（２２８．８）いわし２７０．６　　（３２０．３）１．９　　（８．０）ほっけ
９，１７４．３　（３，０９１．３）１７．０　 （１２．６）その他魚類５７．８ 　　（２５．４）０．３　　（０．７）がや

３４３，６６７．７（２９６，６７３．７）３，１９４．４（３，２８１．２）合計１６．３　　　（５．６）０．９　　（０．４）かじか

かっこ内は令和３年１２月の水揚
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓

健

喧

券

圏

兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼

兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼
剣 剣

その他刑法

認知件数

窃盗犯認知件数全刑法犯

認知件数 その他窃盗車上狙い侵入盗

２件２件０件０件４件町　内

犯罪発生状況（令和４年１月１日～令和４年１２月３１日）

物損事故傷者数死者数人身事故

５５件２人０人１件町　内

交通事故発生状況（令和４年１月１日～令和４年１２月３１日）

１　冬道での交通事故防止
　〇スピードダウンと慎重な運転をしましょう
　〇時間に余裕を持った運転をしましょう
　〇「急」のつく運転操作は危険です
　〇交差点の死角に注意してください
　〇悪天候に注意してください

２　違法・迷惑駐車の防止
　　違法・迷惑駐車は次のような危険や障害の原
　因になります。
　〇道路を狭くして通行の妨害になります
　〇交差点付近での事故の原因になります
　〇緊急車両の活動を妨げます
　〇歩行者事故などの原因になります
　〇除排雪作業の障害になります

３　サイバーセキュリティに関する普及啓発強化
　　政府では、毎年２月１日から３月18日までの
間を「サイバーセキュリティ月間」としていま
す。

　　サイバー犯罪の被害に遭わないようにするた
め、次の対策を実施しましょう。

　〇ＩＤやパスワードは自分自身でしっかり管理
する

　〇パソコンやスマートフォンに、ウイルス対策
ソフトをインストールする

　〇パソコンの基本ソフト（ＯＳ）やウイルス対
策ソフトは常に最新の状態にしておく

　〇身に覚えのないメールなどの添付ファイルや
ＵＲＬは開かない

　〇不必要なアプリや信頼のおけないサイトから
ソフトウェアをダウンロードしない

　〇定期的にバックアップデータを保存する
　〇オンラインショップでの買い物は、そのサイ
トが本物かどうかよく確認する
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こ
と
で
、
所
有
者
の
把
握
が
困
難
と

な
っ
て
、
災
害
復
興
や
公
共
事
業
が
進
ま

な
い
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
所
有
者
不
明
土

地
問
題
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
民
法

な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
既
に
成

立
し
て
お
り
、
法
律
が
施
行
さ
れ
る
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改

正
法
の
内
容
は
、
相
続
人
が
相
続
を
知
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
を
申
請
す
る
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
、
正
当
な
理
由
な
く
申

請
を
怠
る
と
　
万
円
以
下
の
過
料
が
課
せ

10

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
令
和
６
年
４
月

１
日
以
前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
も
、

義
務
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
相
続
登
記
の
手
続
き
を
先
延
ば

し
に
す
る
と
相
続
人
が
増
え
て
手
続
き
が

複
雑
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
遺
産

に
つ
い
て
相
続
人
間
で
話
し
合
い
を
行
っ

て
整
理
す
る
な
ど
し
て
、
早
め
に
手
続
き

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
相
続
登
記
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
な
た
と
家

族
を
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
函
館
地
方
法
務
局
総
務
課

　
℡
：
０
１
３
８
們

２
３
們

９
５
１
６

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険

料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で

12

31

に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
函
館
年
金
事
務
所

　
℡
：
０
１
３
８
們

８
２
們

８
０
０
１

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在

の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。

〇
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更
登
録
）

　
・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登

　
録
）

　
・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　（
抹
消
登
録
）

　
令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、
３

月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
…

　
　
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自
動
車
税

種
別
割
住
所
変
更
手
続
」
か
ら
納
税
通

知
書
の
送
付
先
の
変
更
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
℡
：
０
１
１
們

７
４
６
們

１
１
９
０

お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更

を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

※お申し込み・お問い合わせ先

役場企画振興課　広報広聴係（℡：７－５２９７）



広報しかべ　令和５年２月号 16

２月の行事予定カレンダー

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

撃

傑

隙

欠
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激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

　
広
報
し
か
べ
２
月
号
を
ご
一

読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
に
は
、
１
月

中
旬
に
函
館
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
「
ス
キ
ー
教
室
」
と

「
幼
児
親
子
ス
キ
ー
教
室
」
の

写
真
を
使
用
し
ま
し
た
。
駒
ケ

岳
を
バ
ッ
ク
に
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
表
情
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
ね
。
例
年
だ
と
４
月
上

旬
ま
で
は
楽
し
め
る
と
思
う
の

で
、
思
う
存
分
、
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
て
ほ
し
い

で
す
。
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
し
な
い
方
は
、
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
を
履
い
て
雪
山
を
散
策
す

る
の
も
お
勧
め
で
す
よ
！

　
さ
て
、
２
月
に
突
入
し
、
い

よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
ね
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
は
、

追
い
込
み
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
加
え
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛

け
る
な
ど
、
体
調
管
理
に
は
十

分
注
意
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
第
一
志
望
の
学
校

に
合
格
す
る
こ
と
を
陰
な
が
ら

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
き
た
が
わ
）

ひ
・
と
・
り
・
ご
・

ひ
・
と
・
り
・
ご
・
とと

2月1日昌

　　2日昭

　　3日晶

　　4日松

　　5日掌

　　6日捷

赤ちゃんなかよし広場　総合体育館保健室　１０：００～碓保 　　7日昇

冬の町民ニコニコ健診　本別中央会館　受付９：００～１１：００碓保 　　8日昌

　　9日昭

あったかサロン　本別中央会館　１３：００～１５：３０碓保 　　10日晶

　　11日松

　　12日掌

　　13日捷

　　14日昇

　　15日昌

乳児歯科健診・フッ素塗布　総合体育館柔道場　受付１３：００～１４：３０碓保 2月16日昭

　　17日晶

　　18日松

　　19日掌

　　20日捷

バンビ教室　中央公民館　１０：００～碓保 　　21日昇

　　22日昌

　　23日昭

あったかサロン　本別中央会館　１３：００～１５：３０碓保 　　24日晶

　　25日松

　　26日掌

　　27日捷

国民健康保険税第９期納付期限日

介護保険料第８期納付期限日

後期高齢者医療保険料第８期納付期限日

碓税 

碓保 

碓民 

　　28日昇

休日当番医については新聞などで確認するか、北海道救急医療情報案内センター（TEL：０１２０－２０－８６９９（フリーダイヤル）、
０１１－２１１－８６９９（携帯電話・PHS））までお問い合わせください。

世帯と人口

令和５年１月１日現在

（　　）は前月比です

世帯数　１，８５２世帯（－３）

　男　　１，７３３ 人 （－９）

　女　　１，９１６ 人 （－６）

　計　　３，６４９ 人 （－１５）

●６５歳以上の人口 １，４５９人

　高齢化率　　　　４０．０％

（
注
）
お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て

の
掲
載
は
、
ご
家
族
等
の
掲
載
承
諾
を
頂

い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。
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氏
　
　
　
名

川
　
口
　
優
　
子
さ
ん

熊
　
川
　
勝
　
雄
さ
ん

村
　
田
　
弘
　
美
さ
ん

高
　
野
　
清
　
一
さ
ん

熊
　
川
　
敏
　
一
さ
ん

江
　
崎
　
俊
　
三
さ
ん

享
　
年

六
六
歳

四
三
歳

六
三
歳

八
七
歳

八
六
歳

七
七
歳

住
所

宮
浜

宮
浜

本
別

本
別

大
岩

宮
浜

お
く
や
み

　
も
う
し
あ
げ
ま
す


